
ヒトを含む動物のからだの構築と維持は、Wnt/β-cateninシグナルやBMPシグナル、Shhシグナルなどの形態

形成シグナル（モルフォゲンシグナル）群の働きによって支えられており、一方でこれらのシグナルの制御破綻

は、奇形やがんなどの疾患の原因となる。つまり、動物は「がんや奇形を引き起こしうる危険なシステム」であ

る形態形成シグナルをうまく使いこなすことでそのからだを作り維持している、と言い換えることができるだろ

う。私は、このような”諸刃の剣”である形態形成シグナルを使いこなす仕組みに興味を持ち、これまで線虫やゼ

ブラフィッシュなどのモデル動物を用いて形態形成シグナルの制御機構を解析してきた。

本セミナーでは、私たちのモデル動物を用いたシグナル研究のこれまでの成果を簡単にご紹介させていただい

た後で、シグナル可視化解析により最近明らかになってきた新たな組織構築システムである「ノイズキャンセリ

ングシステム（未発表）」について重点的にお話し、皆様と活発な議論を交わさせていただきたい。
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